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1)
最近Lagakos-CumminsはKDPに対して非常に精度 の高い900Brillouin 散乱

























































xA(q,a')に於 るdampingを無視 した｡又Wの小 さい領域で考えるのでTOphononとの
結合は落 してある｡ relaxationmodeが和 こ起因するのかにっいては後で議論するとし
て(1)の形から導かれる幾っかの結論を調べよう｡先ず softm∝leの周波数は
ws(o)∝ (fT-Tcl+ ATtOtナ&, (4)
ATtOt-AT+ATreS
となり･一見してTcで0にはな らないことが判る (これはLSTrelationのbreak










也) 志 / tT-T｡ l2 (6'
これはT-Tcの時 peakの巾は不変で高さが IT-Tc｢ 2で増加するので図 Ⅰのce-
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ntralpeakの様子 を良く記述 している｡ ところでLagakos一℃umminsの実験では 7-
10~9sec,∂2-1cm-2っまりATreS-∂2/k =0.025oK である｡一対 4),(5)に於



















しながら図 )に於 る状況はDq2-W≪ V2q (V2は笥二音波の音速 )の場合であるB
後者の場合にもq-0のときと同じ形っまりXR(q･W)-i也'TD∂2/(1-iα'TD) と書
けるが ･このときのxR(q･a')のpoleはthermaldiffusionに対応 していて･1/TD-











トロピー変化を伴 うから也ermaldiffusionmodeと結合するはずで･T<Tc で は
protontunnelingmodeがthermaldiffusionmodeと結合する｡このことはaI>>
Dq2 であるか a)<gI)q2 であるかに応 じてx(q,aJ)が adiabaticか isothermalか
を規定する｡T<Tcでは relaxationは tunnelingmodelのdynamics としてそれ




H - -2B∑S予言 iP,Ji,,S:S言I l
に対 してMatsubaraGreen 関数






spin 演算子をfermion演算子で表示 しておく ;
Sチエ‡(ciL ci.-CT_ci_),ST-ci'qciJ
そうするとspincumulantは一体 fermionGreen関数G｡のloopとして表わされる(
図1)｡そこでG｡をくりこむ方程式 (図1)を近似的に解 くと次のような表式 を得る;
Go(ion)- _a･三十9 21 (W三+B2)(a2+92+W乙)
(a2/2)(i也,三十cc)
(9)



























心 として持っ㌔(α)の面積である｡このG｡(α+i∂)の表式 を使 ってspincumulant
の最低次 (図Y)のくりこみを計算すると
11(i也,n)- -T∑Go(ion+ion)G_a(iwm)tanh(PB)/tanh(PB/2)nl




























Lagakos-Cumminsが KDPで観測 した鋭いcentral peak はBlinc- Zeksの 言 う
resonancemodeとは無関係である｡








説明 し得 ると予想 され る｡
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